
　愛知県の豊田市教育委員会（以下、
市教委）は、2018年度、４年間を計
画期間とする「第３次豊田市教育行
政計画」を策定した。その重点事業
の１つに、問題発見・解決型学習を
重視した主体的・対話的で深い学び
の実現を据え、各校で指導方法の工
夫・改善に取り組んでいる。学校教
育課教育センターの緒方秀充所長は、
授業づくりの方向性について次のよ
うに述べる。
　「本市では、目指す人物像の１つに
『生涯にわたって、自ら楽しく学び・
育ち続ける人』を掲げています。そ
の達成に向け、子どもが学びを心か
ら楽しみ、達成感や自己肯定感を持
てるようにすることが大切だと考え
ています。新学習指導要領の着実な
実施を念頭に置き、教員一人ひとり
の資質・能力の向上を図るとともに、
学びのプロセスを見直して、授業改
善や学習評価の充実を図っています」
　市の研究指定校を中心に、主体的・
対話的で深い学びに関する実践研究

に精力的に取り組むほか、教員が自
身の課題に応じて指導力を高めてい
けるよう、研修にも力を入れている。
　「私たちが目指すのは、子どもや保
護者から『あの先生に出会えてよかっ
た』と言われる教員です。学びの主
体は子どもで、教員は『教える』の
ではなく『導く』役割となるよう、コー
チングやカウンセリングの研修も実
施しています」（緒方所長）

　市教委では、すべての教員が新学
習指導要領の趣旨を確実に理解して
指導できるよう、2020年度から新た
な施策を次々と打ち出している。
　その１つが、研修動画の作成・配
信だ。「『主体的・対話的で深い学び』
の視点からの授業改善」「学習指導案
の作り方」「学習評価の在り方」の３
本を作成し、それぞれの重要事項を
市内各校の実践を交えながら、説明
する内容とした。１本約20分間で、
多忙な教員でも短時間で要点を押さ
えられるようにしている。

　「2020年度は、小学校の新学習指
導要領の全面実施という大事な時期
にもかかわらず、コロナ禍の影響に
より、学校現場に混乱が広がりまし
た。感染拡大防止の観点から指導主
事の学校訪問を控える中、教育委員
会として行うべき支援を検討した結
果、研修を動画にすることにしたの
です。教員の負担を少しでも軽減し
つつ、新学習指導要領の着実な実施
に向けて、重要事項の共通理解を図
れるような内容にしています」（緒方
所長）
　３本のうちの１本を「学習評価の
在り方」としたのは、各校から、新
学習指導要領で実施が求められてい
る学習評価に、難しさを感じている
という声が多く聞かれたためだ。動
画では、観点別学習状況の評価の考
え方や評価方法を示し、振り返りシー
トの例や指導方法などを紹介した。

市教委が評価規準表を例示し、
学校間でぶれのない指導と評価を支援
愛知県　豊田市教育委員会
市を挙げて、主体的・対話的で深い学びを推進している愛知県豊田市。すべての子どもの可能性を引き
出せるよう、教育委員会は、各校が指導と評価の大枠を共有するための評価規準表の作成を支援。各
校はそれを基に、自校の実態に応じた評価規準やルーブリックを作成している。教科ごとに振り返りの 
方法も具体的に示し、「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法の確立も目指している。

事
例

1

自ら楽しく学ぶ子どもの
育成を目指し、教員を支援

◎愛知県のほぼ中央に位置する中核市。人口は、県内では名古
屋市に次ぐ２位。市名は、市内に本社を置くトヨタ自動車株式
会社を由来とする。世界的なものづくりの町として知られる一
方で、市域のおよそ７割を占める広大な森林、市域を貫く矢作
川、季節の野菜や果物を実らせる豊かな耕作地を有する。

愛知県豊田市
プロフィール

人口　約 42万1,000人　面積　918.32㎢　
市立学校数　小学校 75 校、中学校 28 校

特別支援学校１校　
児童生徒数　約３万6,000人
電話　0565-48-2051（学校教育課 教育センター）

研修動画を作成・配信し、
学習評価のあり方を周知

学校教育課　教育センター　所長

緒方秀充 おがた・ひでみつ
学校教育課　教育センター　指導主事

蕃　洋一郎 ばん・よういちろう

お話を聞いた方
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　さらに、「学習指導案の作り方」の
動画では、ある学校の指導案を解説
する中で、「主体的に学習に取り組む
態度」の評価方法を取り上げ、指導
と評価の一体化についても改めて説
明した。
　各校の教務主任を対象とした教員
研修は、2020年度は年３回実施。近
隣大学や愛知県総合教育センターか
ら講師を招き、授業改善のPDCAサ
イクルに学習評価を組み込む方法や、
学習評価につながる振り返りの方法
などを紹介した。いずれもできるだ
け少ない負担で取り組める方法とし、
参加者が各校に研修内容を持ち帰り、
校内に浸透させることを期待した。
学校教育課教育センターの研修担当
の蕃

ばん

洋一郎指導主事は、研修の手応
えを次のように語る。
　「研修で紹介した１枚のワークシー
トに１つの単元の振り返りを書いて
学習過程を可視化する『単元ポート
フォリオ』（図１）は、子どもが授業
を通じた気づきや変容を自覚しやす
く、教員も子ども一人ひとりの学び
の過程を把握して評価に生かせます。
各校がよく行う振り返りをアレンジ
すれば、すぐに取り入れられる方法
なので、研修参加者の研修報告を見
ると、早速、実践していた学校があ
りました」

　すべての子どもの可能性を最大限
に引き出すためには、指導や学習評
価の大枠を示し、各校の指導や学習
評価のぶれを抑えることが必要だと
考える市教委は、小・中学校の教育
課程と、各教科の単元別の評価規準
表を各校に例示している。
　各教科３～５人の指導経験豊富な

教員を市内各校から招いて、「教育課
程及び評価規準表作成委員会」（以下、
委員会）を設置。委員会において、
2019年度は小学校の教育課程、2020
年度は小学校の評価規準表と、中学
校の教育課程を作成した。中学校の
評価規準表は、2021年度の前半まで
に完成させる予定だ。
　委員会で議論が円滑に進むように
事前に資料を集めたり、委員会をオ
ンラインで開催できるように環境を
整えたりして、市教委は評価規準表
の作成を支援した。
　「評価規準は、育成を目指す資質・
能力を明確に示すもので、授業づく
りの土台となります。市内の全校が
共有できるような評価規準表の大枠
を示すことで、各校が評価規準を作
成する負担を軽減したいといった思 
いもあります。一方で、委員会の先
生方にどうしても負担をかけてしま 
うので、よりよい方法を研究中です」

（緒方所長）
　各教科の教育課程は、教科書の内容
を基に、市の地域性を反映させた学
習内容で構成した。一方、評価規準
表は、特定の地区の地理や歴史、産
業などの記載は避け、各校が改変し
やすいように一般的な表現を心がけ 
た。各校は、評価規準表を基に、自 
校の子どもの実態や学習内容に応じ
て、評価規準に変更を加えたり、ルー
ブリックを作成したりして、指導と評 
価の充実を図っている（Ｐ．10図２）。
　「評価規準は『物差し』で、ルーブ
リックは『物差しの目盛り』だとい
えるでしょう。ルーブリックは、評
価の判断基準として用いるだけでな
く、子どもに学習の目標を意識させ
て、自身の成長を実感させたり、次
の学びにつなげたりする効果も期待
できます。子どもの姿や自校の目標
に応じた内容であるべきだと考え、
市教委ではルーブリックを例示して

学校間の共通認識を図るため
単元ごとの評価規準表を例示

図１「単元ポートフォリオ」による振り返り例

１枚のポートフォリオに１単元分の授業の振り返りを記録する。単元始めと単元終わりに書いた内
容を比較することで、何がどう変わったのか、それに対して自分はどう考えたのかなどの自己評価
ができ、子どもが自身の変容を自覚するようになる。
※豊田市教育委員会の提供資料を基に編集部で作成。

単元を貫く
本質的な問い
（単元始め）

単元を貫く
本質的な問い
（単元終わり）

今日の授業で
一番大切だと
思うこと

学習の前と後で、話し合いについての
考えがどう変わったか

比較する

学習評価 最前線
─子どもが次の学習に向かえる評価を目指して

特集
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いません。各校が単元計画を作成す
る中で、指導の手立てに対応させて、
必要な場合に作成することが望まし
いと、考えています」（緒方所長）
　この取り組みでは、委員として参
加した教員の、指導や評価に関する
力量が大きく向上したという副次的
な効果もあった。その教員を中心と
した校内研修などによっても、各校
の授業づくりの力が全体的に底上げ
されているという。

　2020年度からは、市内の教員代表
で構成する「学力向上・少人数指導
推進委員会」において、３か年計画
で授業改善や学習評価の充実にも取
り組んでいる。１年目は、各校が授
業づくりの方針を共有できるよう、
「振り返り」を軸とした「学力向上授

業モデル」を作成し、各校に提案した。
　「授業は導入、主活動、振り返りと
いう流れになるため、研究も『導入』
から始めるのが一般的かもしれませ
んが、今回は最初に『振り返り』の
研究に取り組みました。『授業でこれ
が分かったから、次はこれを学びた
い』というように、振り返りが充実
すれば、次の時間の導入や主活動の
教育効果が高まると考えたからです。
２年目は『導入』、３年目は『主活動』

図２ 市教委が例示した評価規準表と、学校が作成したルーブリック（例）　小学３年生　国語科　物語づくり

■豊田市小学校評価規準表　（◎は、重点指導事項に対する評価規準）
単元目標：設定を考えて、書く内容の中心を明確にし、段落相互の関係に注意して、文章の構成を考えることができる。

時
間

単元名 
学習活動（月）

観点別学習状況の評価規準（B：おおむね満足できる状況）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

８

設定を考えて
物語を書く。
（10月）

•様子や行動、気持ちや性格を表
す語句の量を増やし、文章の中
で使っている。

•主語と述語との関係、修飾と被
修飾との関係、指示する語句と
接続する語句の役割、段落の役
割について理解している。

•「書くこと」において、相手や目的を
意識して、経験したことや想像した
ことなどから書くことを選び、集め
た材料を比較したり分類したりして、
伝えたいことを明確にしている。

◎「書くこと」において、書く内容の中
心を明確にし、内容のまとまりで段
落をつくったり、段落相互の関係に
注意したりして、文章の構成を考え
ている。

•「書くこと」において、文章に対する
感想や意見を伝え合い、自分の文章
のよいところを見つけている。

•これまでに学習したことを生か
して学習課題を明確にし、学習
の見通しをもって、粘り強く、
書く内容の中心を明確にして文
章の構成を考え、物語を書こう
としている。

■学校が作成した、物語作品を評価するためのルーブリック（知識・技能、思考・判断・表現の評価）

評価観点 １　物語の設定 ２　表現技法 ３　物語の展開 ４　言語事項

評価規準

物語の特徴を、いつ、どこ
で、だれが、どうした、ど
んなトラブルが起きた、ど
うやって解決した、という
ポイントで設定できる。

物語の中に、繰り返し表現、
色やにおいを表す言葉、心
を表す言葉、音や動きを表
す言葉という4種類を組み
込むことができる。

主人公の物語展開を、これ
までに読んだ物語や自分の
経験を生かして、個性的に
つくり出し、物語の創作に
生かすことができる。

文頭一字下げや正しい漢字
の書き方、「、」や「。」の
正しい打ち方、「を」と「お」
や「わ」と「は」の区別な
どができる。

判
断
基
準

レベル３

６つのポイントのうち、５
つ以上で物語の特徴を整理
して、設定することができ
る。

４つの表現技法のうち、３
つ以上の種類の単語を表現
力豊かに活用することがで
きる。

トラブルを解決するアイデ
アが個性的で、物語が創意
工夫によって豊かに展開し
ている。

正しい日本語を使うことが
できており、誤字や脱字も
ほとんどなく、きれいに清
書できている。

レベル２

６つのポイントのうち、３
つ～４つについて物語の特
徴を整理して、設定するこ
とができる。

４つの表現技法のうち、３
つ以上の種類の単語を活用
することができるが、活用
する回数が少ない。

物語展開のアイデアとし
て、これまでに読んだもの
を使うことが多いが、物語
として成立している。

いくつかの文法上の問題は
あるが、ほぼ正確に書けて
おり、ていねいに清書しよ
うとする態度が見られる。

レベル１
物語の特徴を組み合わせて
設定することができる。

４つの表現技法のうち、１
つまたは２つの種類だけを
活用している。

これまでに読んだ物語のア
イデアを使っているが、物
語の展開が十分ではない。

文法上の間違いが多く、き
れいに清書できていない
が、努力している。

※豊田市教育委員会の提供資料を基に編集部で作成。

「主体的に学習に取り組む態度」
を育む「振り返り」を研究
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と、『振り返り』から授業づくりを捉
えて研究していきます」（緒方所長）
　「学力向上授業モデル」では、教科
ごとに、様々な振り返りの方法や実
践例を紹介している（図３）。子ども
が学んだことや自身の変化を的確に
捉えて言語化できるようにすること
で、「主体的に学習に取り組む態度」
の評価につなげるねらいもある。
　「学びを振り返る過程を通して、子
どもは、さらに学びたいことを見つ
けたり、自分の課題に気づいたりし
ます。その繰り返しが、自己の学習
調整につながり、『主体的に学習に取
り組む態度』が身についていきます。
そうした成長につなげるとともに、
子どもの姿を適正に評価するために
も、さらなる振り返りの充実を図っ
ていきます」（緒方所長）
　評価材料となる見取りを適切に行
うためには、教員の資質・能力の向

上が になる。学びを振り返る場面
は、授業の終わりだけでなく、例え
ば、グループで対話をする中にもあ
り、学びを振り返りながら自分の考
えを伝えようとする姿も、「主体的に
学習に取り組む態度」といえるから
だ。今後は、そうした子どもの様々
な姿を的確に捉えて評価できるよう
な研修を実施していく予定だ。

　2021年度は、指導主事による学校
訪問を再開し、各校の実践の確認・
共有をしたり、要望があった学校で
学習評価についての説明会を行った
りしている。
　そして、各校では、年度初めの研
修で学習評価のあり方について共通

理解を図り、その後も市教委の支援
を受けて、校内研修や教科部会で学
習評価に関する議論を活発化させて
いる。中でも、中学校では、授業の
空き時間に教科部会を設ける例が増
えているという。自校の判断基準で
評価した結果を見せ合い、判断基準
の捉え方に食い違いがないかを確認
する作業を繰り返すことで、学習評
価の精度を向上させている。
　「教員の多忙化が進む中でコロナ禍
が重なるという大変な状況にもかか
わらず、先生方は子どもたちのため
に精いっぱい努力と工夫をして一歩
ずつ改善を進めてきました。教員の
資質・能力の向上を目指しながら、
これからの教育のビジョンを共有し
て指導や評価を充実させることが、
主体的に楽しく学ぶ子どもたちの育
成につながるという方針の下、学校
現場を支援し続けます」（緒方所長）

図３「学力向上授業モデル」で例示した振り返りの方法（例）　小学校算数科

各校で学習評価のあり方や
評価方法の議論が活発化

振り返りの方法 利点・効果 単元例

１

書く内容を厳選する。
「気づいたこと」
「もっと知りたい」
「できるようになったこと」
「新たな発見」
「友だちの意見を聞いて分かったこと」
「よく分からなかったこと」
「キーワードに続けて」

•短時間で記入できる。
•次時の課題設定に生かせる振り返りを書け
る。

•算数科で使う用語の意味や使い方を理解し、
表現力が高まる。

２年「三角形と四角形」
４年「計算のきまりを考えよう」
５年「合同な図形」

２ デジタルワークシートを使用する。
•教員用パソコンですぐに確認できる。
•友だちと意見を共有できる。

５年「合同な図形」

３ 学習内容の理解度を４段階で数値化する。
•自己評価しやすい。
•授業者は子どもの理解度を簡単に把握でき
る。

２年「三角形と四角形」

４ めあて、まとめ、振り返りが記入できる振り
返りカードを使う。

•めあてと振り返りが一体となり、本時の振り
返りを次時の課題にできる。

２年「三角形と四角形」

５ 前時までの授業内容が分かるものを掲示する。 •既習内容を確認しながら、学習を進められる。 ５年「合同な図形」

６ 板書は、考えを深めたい内容について大きく
場所を取る。

•１時間の学習内容を把握できる。
•振り返りで、本時のキーワードを使用できる。

５年「合同な図形」

７ 授業の導入時に振り返りとして、本時につな
がる復習を入れる。

•本時の課題にスムーズに取り組める。 ４年「計算のきまりを考えよう」

８ 本時の課題解決に前時までの学習を生かす。 •新たな問題も自分の力で解こうとする。 ４年「計算のきまりを考えよう」

※豊田市教育委員会の提供資料を基に編集部で作成。

学習評価 最前線
─子どもが次の学習に向かえる評価を目指して

特集
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